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開催報告
Peace Now! 3地域合同 事後交流会！

3地域のことを知る

発行元：全国大学生活協同組合連合会｜執筆者：漆崎新（全国学生委員会）
お問い合わせ：Peace Now! セミナー事務局（nfuca-PeaceNow@univ.coop）

2025年10月2日

参加者どうし語り合う

組合員にひろげていくために

今年の3地域共通テーマの再確認を行い
ました。地域ごとに学ぶことはあります
が、どの地域で学んでも同じく

「わたしたちが語りなおしていく」
ことを目指しました。

過去を知って現在のことを考えられる
学びを3地域とも展開しました。
各地域の実行委員長から3日間の行程
や参加者の学びについての共有を行い
ました。

①参加地域混合の小グループに分かれ、
「自分は○○に行ってこれが印象的
だった！」と感じたことや学んだこと
を人に伝えることで自分の学びをより
自分のものにする。

②自分が参加していない地域の参加者
の学びや想いを聞くことで同じ思いを
共通して持っていることを確認する。

この時間の目的

感想(アンケートより)

①PN!を通して抱いた平和への想いを
組合員や周囲に拡げていくことを自分
なりに考える。

②どのように組合員に拡げられるかを
参加者どうしで考え合う

この時間の目的 感想(アンケートより)

日時：2025年9月26日(金)18:00～20:00 (ZOOM)

Q：他の地域に参加した人が学んだこと・感じたことの中でどのようなことが印象
に残っていますか？

Q：「自大学生協でこんなことをしてみたい！」ということを教えてください！

長崎に参加してた人と同じ感想を持っていた方がいてとても面白かったです！（被爆
墓石が印象に残っているとお話ししたら、長崎にも埋め立てにより窪んでいるところ
があって同じことを感じました！）
(山口県立大学生協 参加地域：広島)

私は長崎の被爆体験者講話が頭に残っていて、自分たちがしてきた残酷な体験をもと
に「長崎を最後の被爆地にする」という思いがとても強く伝わってきて、自分が行っ
た沖縄で「沖縄本土で戦争がとどまれ」と考えたことを思い出せました。また、「11
時2分は来たが11時3分はやってこなかった」という言葉もとても心に残りました。私
は平和について「明日が来ることに疑問を抱かないこと」という意見もあります。で
すがこの言葉には日単位ではなく分単位で現れています。分単位で時が流れるという
ことは考えたことがなかったのでその言葉が印象的でした。
（釧路公立大学生協 参加地域：沖縄）

現在の幸せ、これからの願いを展示してみたいです。
（島根大学生協 参加地域：沖縄）

学部や出身地の違う友達と一緒に、平和について議論したり意見を出し合ったりし
てみたいです！
（中国・四国ブロック学生事務局 参加地域：長崎）

自分なりの平和や、平和に必要なことについて前期に学生委員主導で平和企画を
行ったので、それを社会的な視点に広げてパワーアップさせたい
（山形大学生協 参加地域：広島）
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